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はじめに              患 者は術後軽快退院したが,同 年12月中旬より腹痛

腸管の転移性腫瘍は音」検例では散見されるが,切 除   を 訴え,肺 切除後10カ月日の昭和53年 2月 ,イ レウス

例は少ない。最近われわれは肺および腎の悪性腫瘍の   に て再開腹したところ,上行結腸起始部に腫瘍を認め,

結腸転移の切除例を経験したので,若 子の文献的考察   同 部で腸重積を起こしていた。結腸癌の疑いにて右半

を加えて報告する。                  結 腸切除術, リンパ郭清を施行した。

症  例              腫 瘍は上行結腸に存在する 1型で,縦径3.8cm,横径

症例 1.69歳 ,女 性                4.Ocm,表 面出血壊死傾向が強く,組 織学的には pm,

昭和52年2月 ,閉 鎖孔ヘルニアにて当院で回腸切除   lylvl,nl(十 ),Po,Ho,M(一 ),ow(― ),aw(一 ),ew

術を施行。その際の腹腔内検索では他の腸管に異常を   (― ),stge IIであった (図2).

認めなかった。入院時の胸部 X線 写真で,右 中肺野に   腫 瘍細胞は主として類円形の細胞が髄様に増殖し,

腫瘤状陰影を認め(図 1),検 索の結果,肺癌の診断で,   肺 腫瘍と類似するところが多く,(図 3-b)臨床経過と

同年 4月 ,左肺上葉切除術,胸壁合併切除を行なった。  合 わせて肺肉腫の結腸転移と診断した。

腫瘍は,ltUB4s4に存在し,4× 3×3cmで ,P3(胸 壁)  患 者は第 3回 目の術後 2カ 月日に心不全で死亡 し

DOEoPMON。であった。腫瘍の割面は壊死傾向が強く,   た 。音J検により,左下腹壁および小腸に転移を認めた.

厚い結合織性被膜を有していた。            症 例 2.72歳 ,女 性.

組織学的には大型でほぼ紡鍾型の細胞が髄様に増殖    昭 和51年 3月 ,腎 細胞癌にて左腎摘出術施行.腫 瘍

し,上皮性の構造は見られず,unclassined sarcomaと  は 12×10cmで ,Robson分 類3めの Stage IIであった。

診断した (図3-a).                  組 織学的には好酸性胞体を有するdark cellを主体と

した腎細胞癌で (図5・a)被 膜浸潤および脈管侵襲を
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認めた。

患者は昭和52年7月頃より下血出現し,検索の結果,
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図 1 症 例 1.左 中肺野に腫瘤状陰影を認める.
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図 2 症 例 1.上 行結腸に腫瘤型の腫瘍を認め,粘 膜

下層を中心に発育していた。

b.結 腸転移巣.主 として類円形の細

胞が髄様に増殖,特 定の構造は見られな

もヽ

図 3 (症 例 1)

a.肺 原発巣.紡 錘状の腫瘍細胞が流

れるように配列している.特 定の配列や

構造が見られず,肉 腫様の増殖を示す。
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b.結 腸転移巣.原 発巣と類似するが,
clear cell typeの部もみられる.

あった。腫瘍細胞は一部 clear cell typeの部も見られ

るが,ほ ぼ原発巣と類似の構造を示した (図5-b).

この症例は位置的には原発巣と近接していたが,前

回手術時の所見,腸 管腫瘍の発育形態などより,腎 細

胞癌の血行性転移と診断した。

思者は昭和53年10月,再 発にて死亡した。割検によ

り,結 腸,胃 ,椎 骨, リンパ節に転移を認めた。

図4 症 例2.結 腸転移巣.下 行結腸に腫瘤型の腫瘍があり粘膜を押しあげるように

増殖し装膜側にも浸潤していた.

図 5(症 例 2)

a.腎 原発巣.好 酸性の胞体を有する

dark cellが管腔様またヤま/1胞ヽ状に配列

している。

下行結揚に隆起性病変を認め,初 回手術より1年 6カ

月後の昭和52年9月 ,左 半結腸切除術, リンパ郭清を

施行した。

摘出した腫瘍は5.5×3.5cmの 腫瘤型で,粘 膜を押し

あげるように発育し,一部奨膜側にも浸潤していた(図

4 ) .

組織学的には s,nl(十),Po,Ho,M(― ),stage IIIで

●
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図6 腸 管の転移性腫瘍の発育形式

( c )                              ( e )

Wlllis (1952)

表 1 肺 の悪性腫場音」検例における腸管転移の頻度

Raylnond&ヽ Villiam

Senoo

森ら

末舛ら

山際ら

宮地

成毛

( 1 9 5 3 )

(1956)

(1963)

(1972)

(1976)

(1971)

(1977)

21%(5/234)

6 8°/。 (23/336)

53%(4/75)

127%(19/150)

44%(60/1445)

70%

97%(3/31)Ⅲ

Ⅲ
肺肉種

考  察

悪性腫瘍者J検例における腸管転移の頻度は,2.0%

～20.4%ll~つと報告されている.

Willisらは腸管の転移性腫瘍 とされているものの中

に,か なりの播種性, もしくは直接浸潤例が含まれて

いることを指摘し,彼自身の500例の剖検例の中で血行

性転移と診断できたものは10例 (2.0%)で あったと述

べている。森らいは胃癌の管内移植性転移を報告して

いる.

原発臓器別に見るとWillis2)の10例中 4例 は乳腺,

その他,肺 ,甲 状腺,咽 頭,胃 ,皮 膚, リンパ腫,各

1例である。彼の文献的集計分では悪性黒色腫,肺 ,乳

腺,繊毛上皮腫,腎のllMに多く,森 ら
ゆは悪性 リンパ腫,

胃,肺 の順であったと報告している。

いずれにせよ,肺 は腹腔外臓器としては,腸 管転移

の頻度が高い臓器であるといえる。

また,肺 癌剖検例における腸管転移の頻度は2.1%

～12,7%り
～り,肺 肉腫では97%1い と報告 されている

(表 1).

このように,肺 の悪性腫瘍の腸管転移はそれほどま

れなものではないが,その切除例は少なく,堀沢ら
1助の
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表 2 腎 細胞癌の音J検例における腸管転移の頻度

Luck'e&Schlumberger

Ochsner

高安ら

山際ら

南ら

(1957)  09%(3/320)

(1965)  14%(1/70)

(1974) 100%(3/30)

(1976)  94%(14/149)

(1975)  59%(2/34)

集計にその後の報告を加えると,文 献的報告例は20

例1い2つ(国外 9例 ,本 邦11例)で ある。これらはすべ

て小腸への転移で, うち14例 (70%)は 穿孔性腹膜炎

をきたして手術が施行されたものである。

また,肺 の原発巣はすべて肺癌で,組 織型では未分

化癌が圧倒的に多い。

本症例は肺肉腫が結腸に転移し,切 除された初の報

告例であると考える。

腎細胞癌の腸管転移 の頻度 は,0.9%か ら10.0

%02ゆ
～31)までと諸家の報告に差があるが(表 2), これ

は前述したように,転 移の判定が困難な例が多いこと

も一因と考えられる。

腸管の転移性腫瘍の発育形式は,以 下のような特徴

を持つ (図 6)の.

(a)腫 瘍はほとんどが粘膜下層から発育する。

(b)粘 膜および筋層に浸潤し,潰 瘍を作る.

(c)さ らに筋層を越えて,装 膜側に扁平な結節を作

ることもある。

(d)有 茎性になって内腔に突出することもある。

(e)筋 層に及び牽引力が加わると,装膜面にdimple

を形成し,腸 重積を起こす場合もある。

われわれの症例は 2例 とも腫瘤型で,第 1例 は図 6

-eの ような形態をとり,同 部で腸重積を起こしてい

た。第 2例 はこれがさらに進展し奨膜側に腫瘍の浸潤

が及んだものと思われる。

ま と め

1)結 陽の転移性腫瘍の 2切 除例を報告した。

2)第 1例 は肺肉腫,第 2例 は腎細胞癌からの転移

で,原 発巣切除から結腸の転移巣切除までの期間は,

それぞれ10カ月, 1年 6カ 月であった。

3)転 移巣は 2例 とも粘膜下層に主体を持つ腫瘤型

で, 1例 は腸重積を合併していた.

4)腸 管の転移性腫瘍の切除例は少なく,とくに肺の

悪性腫瘍の腸管転移の切除報告例は, これまですべて

が肺癌の小腸への転移であり,肺肉腫の結腸への転移,

切除例は本症例が国内外を通じて初の報告例であると

考える。
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